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Abstract

Currentlyinorganicelectroluminescent(IEL)devicesareusedasbacklightsourcesofnatpaneldisplaysforportable

phones,watches,trafficslgnSandsoon.Theingredientsandthecompositionofthedielectricresistancelayerwere

systematicallystudiedinordertoimprovetheproductionprocessandtheluminousintensltyOrbrightnessofIEL.
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1.本研究の目的

無機 EL素子は､発光体である無機化合物粒子を

分散させた発光層と､誘電体である金属酸化物を

分散させた誘電耐圧層を電極に挟み込んだ構造

となっている (右図参照)｡その構成には幾つか

の方式があるが､ここでは印刷製版型の無機 EL

素子を対象としている｡誘電耐圧層および発光層

を構成する基本ペース トとして､フッ素系高分子

背面電極層

誘電耐圧層

発光層

透明電極層

溶液を用いている｡しかし､このペース トを用いた誘電耐圧層は､(∋調整後速やかに相分離する｡また､②

粘度が上昇する場合がある｡③製造工程における溶媒の安全性､といった問題を抱えている｡そこで本研究

では､これらの原因解明および解決を目的として､高分子の組成検討､溶媒探索を組織的に行い､改良する

ことを目的としている｡

2.実験

1.粘度上昇の原因解明

誘電耐圧ペース トに対し各種の熱処理を行い､粘度測定､Ⅹ線回折測定､走査型電顕(SEM)観察を行った｡

また､単独および複数の高分子溶液をそれぞれ調整した後に同様に熱処理､観察を行い､比較検討を行った｡

2.相分離の原因解明

数種類の誘電耐圧層用ペース トを調整し､相分離した溶液の成分を解明するために､赤外分光(Fr/IR)測定
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を行った｡

3.代替溶媒の探索

24種類の溶媒を用い､各高分子の溶解

度､誘電耐圧層用ペーストとしての性能

を評価 した｡

3.結果

1.粘度上昇

熱処理(-25-60℃)､超音波処理等に

よってペーストの粘度が大きく変化した

(図 1参照)｡‡線回折測定､走査型電子

顕微鏡(SEM)観察の結果､粘度上昇は低温

処理による高分子の凝集状態に起因する

ことが分かった｡

60oC,1week
【粘度低下】

超音波,10min.
【粘度上昇】

室温 (reference)
【粘度低下】

-25oC,1week
【粘度上昇】

Fig.1SEM観察による誘電耐圧ペース ト熱処理の影響
2.相分離

数種類の高分子溶液を調整し､相分離 したペース トの各相をFT/IR測定で調べたところ､相分離の原因と

なる高分子を特定することができた｡更に､誘電耐圧層用ペース トとしても同一高分子が原因となることが

明らかになった｡

3.代替溶媒

検討に用いた高分子はいずれもカルボニル基､エステル基を持つ溶媒に潜解 した｡また､溶媒の粘度が高

い溶液ほど､金属酸化物の分散状態が長時間保たれた｡EL製造工程に適度な粘度が求められる一方､人体や

作業環境-の影響､溶媒の吸水性などを考慮 した結果､3-4種類の主溶媒と粘度調整用の溶媒 1種類を選

定 した｡

4.まとめ

従来の誘電耐圧ペース トが相分離を起こし､また金属酸化物が沈殿を生成する原因が､高分子溶液に用い

ている特定の高分子にあることを明らかにした｡一方､高分子溶液に用いる代替溶媒として3-4種類の溶

媒を選定した｡今後､高分子組成と溶媒の組合わせによる溶液を調整し､それらの安定性について検討 し､

次いで誘電耐圧ペース トの性能評価を検討 して行 く予定である｡
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